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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第２四半期
連結累計期間

第60期
第２四半期
連結累計期間

第59期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 10,557,103 9,728,093 21,961,711

経常利益 (千円) 392,006 80,478 623,098

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 236,976 56,764 392,959

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 227,449 △201,675 223,588

純資産額 (千円) 9,575,958 9,298,963 9,613,221

総資産額 (千円) 16,608,347 16,396,568 16,804,650

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 18.97 4.54 31.43

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.66 56.08 56.44

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 158,683 141,402 △178,792

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △630,058 △390,821 △1,098,269

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △218,484 506,205 △14,062

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,261,255 3,685,370 3,632,958
 

 

回次
第59期

第２四半期
連結会計期間

第60期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 15.00 4.29
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用状況の改善などを背景に緩やかな回復基調が続いておりま

す。しかし、足踏みする個人消費や円高の進行による企業業績の悪化懸念など、今後の景気の先行きに関して与える

影響は不透明であります。このような状況の中、当社グループは、「下地から仕上げまでの総合塗料メーカーをめざ

す」を新たな経営方針として掲げ、良い伝統を築いていく所存です。

当第２四半期連結累計期間においては、戸建住宅以外の市場をもターゲットとして、「下地から仕上げまでのオー

ルラウンドプレーヤー」としての総合塗料メーカーを目指すため、従来の当社ラインアップをリニューアルし、商品

の統合、合理化と新商品の展開に着手しました。

工事においては、安全・品質管理の更なる強化を図り、販売並びに施工体制の整備を行いシェア拡大に努めまし

た。戸建住宅の改修工事では、一昨年市場に投入したリフォーム用高付加価値製品である「デラフロン」シリーズが

軌道に乗り、顧客の皆様より堅調なご指名を頂くことが出来ました。

しかし、当第２四半期連結累計期間においては、不正競争防止法違反の疑いによる影響が予想以上に大きく、ま

た、全国的な天候不順による工事着手及び完成の遅れ、戸建住宅改修市場の低迷、都市部での特殊工事受注の苦戦、

当社商品ラインアップの一新途中及び新製品の市場への浸透不足などが、売上高及び損益に影響しました。

その結果、当第２四半期連結累計期間における連結業績は、売上高97億28百万円と前年同四半期と比べて８億29百

万円の減収となりました。　　

また、利益につきましては、営業利益は56百万円と前年同四半期と比べて３億15百万円の減益、経常利益は80百万

円と前年同四半期と比べて３億11百万円の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は56百万円と前年同四半期と比

べて１億80百万円減益となりました。　　

なお、当社グループは、製品販売・工事の単一セグメントのため、セグメント別の記載は省略しております。
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（2）財政状態の分析

　 (資産)

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は163億96百万円(前連結会計年度末比４億８百万円減)となりまし

た。

これは主として受取手形及び売掛金４億43百万円、長期預金２億円が減少し、建物及び構築物が１億１百万円、建

設仮勘定が２億19百万円増加したことによるものであります。

 

(負債)

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は70億97百万円(前連結会計年度末比93百万円減)となりました。

これは主として支払手形及び買掛金が３億43百万円、未払費用が３億21百万円、未払法人税等が１億65百万円が減

少し、１年内償還予定の社債が70百万円、賞与引当金が77百万円、社債が５億95百万円増加したことによるものであ

ります。

 

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は92億98百万円(前連結会計年度末比３億14百万円減)となりま

した。

これは主として為替換算調整勘定が２億17百万円減少したことによるものであります。

 

（3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、36億85百万円(前年同四半期

は42億61百万円)となりました。　

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは１億41百万円の資金の増加(前年同四半期は１億

58百万円の資金の増加)となりました。これは主として売上債権の減少によるものであります。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは３億90百万円の資金の減少(前年同四半期は６億

30百万円の資金の減少)となりました。これは主として固定資産の取得による支出によるものであります。　

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)　

当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは５億６百万円の資金の増加(前年同四半期は２億

18百万円の資金の減少)となりました。これは主として社債の発行による収入によるものであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億20百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 34,000,000

計 34,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,744,054 12,744,054
東京、名古屋
各証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は、100株で
あります。

計 12,744,054 12,744,054 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年７月１日～
平成28年９月30日

－ 12,744 － 1,972,735 － 1,670,795
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(6) 【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

菊水化学工業取引先持株会
名古屋市中区錦二丁目19番25号
　　　　　　　　　　日本生命広小路ビル

768 6.03

株式会社 ティー・サポート 名古屋市千種区富士見台４丁目12番地の11 589 4.62

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 521 4.08

株式会社名古屋銀行 名古屋市中区錦３丁目19番17号 520 4.08

菊水化学工業社員持株会
名古屋市中区錦二丁目19番25号
　　　　　　　　　　日本生命広小路ビル

487 3.82

株式会社愛知銀行 名古屋市中区栄３丁目14番12号 332 2.60

遠山　眞樹 名古屋市千種区 209 1.64

上村　眞理 名古屋市千種区 209 1.64

竹内　眞美 川崎市宮前区 208 1.63

株式会社大垣共立銀行
（常任代理人　資産管理サービ
ス信託銀行株式会社)

大垣市郭町３丁目98番地
(東京都中央区晴海１丁目８番12号)

174 1.36

 計 ― 4,020 31.55
 

(注) 当社は自己株式234千株(1.84%)を保有しておりますが、上記の表には記載しておりません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式　234,800
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　12,507,500 125,075 同上

単元未満株式 普通株式　1,754 ― 同上

発行済株式総数 12,744,054 ― ―

総株主の議決権 ― 125,075 ―
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式93株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
菊水化学工業株式会社

名古屋市中区錦二丁目
19番25号日本生命広小路
ビル

234,800 ― 234,800 1.84

計 ― 234,800 ― 234,800 1.84
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 
１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,960,842 4,013,261

  受取手形及び売掛金 5,792,177 5,348,698

  商品及び製品 936,270 750,268

  仕掛品 328,061 249,248

  原材料及び貯蔵品 334,641 342,487

  繰延税金資産 121,707 121,707

  その他 406,721 411,454

  貸倒引当金 △6,946 △6,358

  流動資産合計 11,873,475 11,230,767

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 601,285 703,191

   機械装置及び運搬具（純額） 172,913 171,130

   土地 1,101,121 1,106,058

   リース資産（純額） 36,277 19,311

   建設仮勘定 249,380 468,554

   その他（純額） 89,758 84,598

   有形固定資産合計 2,250,736 2,552,844

  無形固定資産   

   のれん 104 0

   その他 76,861 192,394

   無形固定資産合計 76,966 192,394

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,909,252 1,895,693

   繰延税金資産 122,016 129,897

   長期預金 410,000 210,000

   その他 163,116 159,387

   貸倒引当金 △913 △913

   投資その他の資産合計 2,603,472 2,394,065

  固定資産合計 4,931,175 5,139,305

 繰延資産 ― 26,495

 資産合計 16,804,650 16,396,568
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,519,517 3,176,489

  短期借入金 1,470,424 1,467,056

  1年内償還予定の社債 48,800 118,800

  1年内返済予定の長期借入金 176,848 106,848

  未払法人税等 212,402 46,499

  賞与引当金 ― 77,288

  完成工事補償引当金 5,914 892

  その他 834,534 570,185

  流動負債合計 6,268,441 5,564,060

 固定負債   

  社債 27,200 622,800

  長期借入金 139,714 181,290

  役員退職慰労引当金 127,920 101,280

  完成工事補償引当金 40,763 27,947

  退職給付に係る負債 479,784 491,436

  その他 107,605 108,790

  固定負債合計 922,988 1,533,544

 負債合計 7,191,429 7,097,604

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,972,735 1,972,735

  資本剰余金 1,670,795 1,670,795

  利益剰余金 5,758,645 5,702,827

  自己株式 △118,411 △118,411

  株主資本合計 9,283,765 9,227,947

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 250,429 233,494

  退職給付に係る調整累計額 725 1,151

  為替換算調整勘定 △50,386 △267,485

  その他の包括利益累計額合計 200,768 △32,840

 非支配株主持分 128,687 103,856

 純資産合計 9,613,221 9,298,963

負債純資産合計 16,804,650 16,396,568
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 10,557,103 9,728,093

売上原価 7,804,012 7,302,334

売上総利益 2,753,090 2,425,758

販売費及び一般管理費 ※  2,380,352 ※  2,368,979

営業利益 372,738 56,778

営業外収益   

 受取利息 2,911 10,875

 受取配当金 27,668 23,968

 仕入割引 580 8,410

 為替差益 ― 15,393

 その他 12,746 9,044

 営業外収益合計 43,907 67,692

営業外費用   

 支払利息 8,653 7,128

 売上割引 5,854 4,154

 社債発行費 ― 29,707

 その他 10,132 3,002

 営業外費用合計 24,640 43,992

経常利益 392,006 80,478

特別利益   

 投資有価証券売却益 ― 13,001

 特別利益合計 ― 13,001

特別損失   

 固定資産除却損 8,416 441

 投資有価証券売却損 2,095 ―

 特別損失合計 10,512 441

税金等調整前四半期純利益 381,493 93,038

法人税等 144,517 40,981

四半期純利益 236,976 52,057

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） ― △4,707

親会社株主に帰属する四半期純利益 236,976 56,764
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 236,976 52,057

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △41,469 △16,935

 退職給付に係る調整額 4,767 426

 為替換算調整勘定 27,175 △237,222

 その他の包括利益合計 △9,526 △253,732

四半期包括利益 227,449 △201,675

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 227,449 △176,844

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― △24,830
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 381,493 93,038

 減価償却費 95,045 111,273

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,777 11,652

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,846 △26,640

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,845 △588

 賞与引当金の増減額（△は減少） ― 77,288

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △40,317 △17,838

 受取利息及び受取配当金 △30,580 △34,844

 支払利息 8,653 7,128

 社債発行費 ― 29,707

 投資有価証券売却損益（△は益） 2,095 △13,001

 固定資産除売却損益（△は益） 8,416 441

 売上債権の増減額（△は増加） 78,781 408,909

 たな卸資産の増減額（△は増加） △115,003 257,842

 仕入債務の増減額（△は減少） 10,646 △316,233

 未払費用の増減額（△は減少） △137,571 △286,437

 その他 △172,365 41,602

 小計 78,378 343,300

 利息及び配当金の受取額 29,959 21,945

 利息の支払額 △9,000 △7,040

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 59,346 △216,803

 営業活動によるキャッシュ・フロー 158,683 141,402

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の純増減額（△は増加） △216,109 199,992

 有形固定資産の取得による支出 △423,131 △467,074

 無形固定資産の取得による支出 △5,447 △91,079

 投資有価証券の取得による支出 △590,292 △704,385

 投資有価証券の売却による収入 600,000 705,585

 繰延資産の取得による支出 ― △29,703

 その他 4,922 △4,157

 投資活動によるキャッシュ・フロー △630,058 △390,821

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 564 △3,367

 長期借入れによる収入 30,000 70,000

 長期借入金の返済による支出 △87,924 △98,424

 社債の償還による支出 △34,400 △34,400

 社債の発行による収入 ― 670,293

 自己株式の処分による収入 18,178 ―

 リース債務の返済による支出 △7,981 △833

 配当金の支払額 △136,920 △97,061

 財務活動によるキャッシュ・フロー △218,484 506,205

現金及び現金同等物に係る換算差額 22,577 △204,374

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △667,281 52,411

現金及び現金同等物の期首残高 4,928,536 3,632,958

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,261,255 ※  3,685,370
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

項目
当第２四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(追加情報)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※販売費及び一般管理費の主要な費用及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

役員報酬及び賞与 84,648千円 73,792千円

給与手当及び賞与 799,417千円 ―千円

給与手当 ―千円 776,751千円

賞与引当金繰入額 ―千円 63,043千円

退職給付費用 27,091千円 28,089千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,982千円 ―千円
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金勘定 4,590,135千円 4,013,261千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △328,880千円 △327,891千円

現金及び現金同等物 4,261,255千円 3,685,370千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 137,600 11 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

(注)　平成27年６月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金383千

円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月13日
取締役会

普通株式 87,564 ７ 平成27年９月30日 平成27年12月７日 利益剰余金
 

 

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 112,582 ９ 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月11日
取締役会

普通株式 87,564 ７ 平成28年９月30日 平成28年12月６日 利益剰余金
 

 

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

当社グループの事業セグメントは、「製品販売・工事」事業のみの単一セグメントであり、重要性が乏し

いため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引をおこなっていないため、該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額  18円97銭 ４円54銭

    (算定上の基礎)    

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額 (千円) 236,976 56,764

    普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額

(千円) 236,976 56,764

    普通株式の期中平均株式数 (千株) 12,493 12,509
 

(注)１．　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２. 　株主資本において、自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利

益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第２四半期連結累計期

間15千株であります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第60期(平成28年４月１日から平成29年３月31日まで)中間配当については、平成28年11月11日開催の取締役会にお

いて、平成28年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

いたしました。　

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　87,564千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　  　　 　７円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成28年12月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月10日

菊水化学工業株式会社

取締役会  御中

 

仰 星 監 査 法 人

 

　代 表 社 員

 業務執行社員
公認会計士 三宅　恵司 印

 業務執行社員 公認会計士 元雄　幸人 印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている菊水化学工業株

式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、菊水化学工業株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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